




























































































































































































































































































































































































































FAIRLEY S・Young Han Lee, et al（2013），
Considering cultural influences in volunteer 








Markus H. R・Shinobu Kitayama（1991），
Culture and the Self." Implications for 
Cognition, Emotion, and Motivation、
Psychological Review1991 98（2）、 pp.224-
253.
Mirsafian. H・Mohamadinejad. A（2012），
S p o r t  v o l u n t e e r i s m :  a  s t u d y  o n 
volunteering motivations in university 
students， J. Hum. Sport Exerc7（1），
pp.73-84.
文部省・スポーツにおけるボランティア活動の実
態等に関する調査研究協力者会議（2000），ス
ポーツにおけるボランティア活動の実態等に関
する調査研究報告書，p.4.
文部科学省・スポーツ審議会（2017），第２期スポー
ツ基本計画について（答申），
　http://www.mext.go.jp/prev_sports/comp/
b_menu/shingi/toushin/__icsFiles/afieldfi
le/2017/03/01/1382789_003_1.pdf.
内藤正和（2009），地域のスポーツイベントにお
けるボランティア活動に関する研究―依頼型の
ボランティアに着目して―，愛知学院大学心身
科学部紀要（５），pp.7-15.
難波秀行・重城哲ほか（2017），スポーツ推進に
向けた「する」「みる」「ささえる」の好循環を
生むための基礎的調査，日本大学理工学部一般
教育教室彙報103，pp.1-10.
二宮雅也（216）217），『スポーツボランティア読
本：「支える」スポオーツの魅力とは？』，悠光
堂，p.63.
笹川スポーツ財団（2004），スポーツライフ・デー
タ2004―スポーツライフに関する調査報告書，
高等学校の部活動におけるスポーツボランティアについて
― 111 ―
笹川スポーツ財団，p.187.
笹川スポーツ財団（2018），子ども・青少年のスポー
ツライフ・データ2017―４～21歳のスポーツラ
イフに関する調査報告書，pp.147-150.
柴田和子・大山治彦ほか（2004），ボランテイア
活動の動機における自発性と外発性，国際社会
文化研究所紀要６，pp.119-131.
SSF スポーツライフ調査委員会・笹川スポーツ財
団（編）（216），スポーツライフ・データ2016
―スポーツライフに関する調査報告書、笹川ス
ポーツ財団、pp.102-106.
大束貢生・富川拓ほか：日本におけるサービス・
ラーニングの展開（６）―部活動連携型の奉仕
体験活動が及ぼす影響―、国際社会文化研究所
紀要16、pp.145-156、2014
音成陽子（217），大学生のスポーツ・ボランティ
アのあり方，流通科学研究17（１）、pp.25-38.
内海成治・水野義之・入江幸男 編（1999），「ボ
ランティア学を学ぶ人のために」，世界思想社，
pp.6-8，1999.
山口泰雄編：スポーツ・ボランティアへの招待－
新しいスポーツ文化の可能性、世界思想社、
pp.5-6，2004.
山下博武・行實鉄平（2015），スポーツ・ボランティ
アに関する研究動向―スポーツ経営学からの批
判的考察―，徳島大学人間科学研究23，pp.39-
55.
音　成　陽　子
― 112 ―
